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令和４年度生野区の取組み

振り返りについて

参考資料１



第１回くらしの安全・安心部会の主なテーマ

2

１ 防災・防犯

２地域福祉

3 人権・多文化共生



現状 －防災・防犯－

 老朽化した住宅・長屋や市場に流通しない空き家が多く、
細街路が多いため、震災等による大規模被害のおそれ

 住民の高齢化や、土地建物の権利関係が複雑なことから、
所有者による自主的な建替が十分に進んでいない

 高齢化率の高い生野区において、高齢者を狙った特殊詐
欺が発生しやすい状況
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これまでの取組①－防災・防犯－
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共助による減災に向けた地域自主防災活動の支援

地域防災リーダー研修



これまでの取組②－防災・防犯－

5防災への備えに向けた周知（広報いくの）



個別避難計画の策定

北鶴橋 連合でモデル実施（14町会・約500人分作成）
（上町断層帯地震や河川の氾濫等による浸水被害想定等より選定）

令和５年度 18連合で策定の取組を進める

これまでの取組③－防災・防犯－

自ら避難することが困難な方について、災害時の具体的な
支援内容や支援者、避難方法を記載したもの。
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これまでの取組④－防災・防犯－
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空き家等や老朽住宅への対策



これまでの取組⑤－防災・防犯－
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地域や関係機関による防犯パトロール



これまでの取組⑥－防災・防犯－

9
特殊詐欺防止に向けた周知（広報いくの）



背景にある課題－防災・防犯－

10

災害時における地域での自助・共助の向上に向けた
取組の充実、自主防災体制の強化

少子高齢化の進行による、地域のさまざまな危機事態
に対応できる人材の確保

空き家所有者への物件の適正管理・権利関係の
重要性の周知・指導・啓発

街頭犯罪防止に向けた地域住民や警察等関係機関
一体となった取組



第１回くらしの安全・安心部会の主なテーマ
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１ 防災・防犯

２地域福祉

3 人権・多文化共生



現状 －地域福祉－

 区民の各種検（健）診の受診率が低い

 区民の平均寿命が短い（男性）
全国ワースト3 78.0年（男性）

※厚生労働省R2市区町村別生命表より

 高齢化の進行やひとり暮らし高齢者の増加

 児童虐待相談やケースが年々増加
ケースの増加により十分な対応が困難になっている
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これまでの取組①－地域福祉－
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 健康づくりの取組
 がん検診の受診啓発

「百歳体操」の様子



これまでの取組②－地域福祉－
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 地域における要援護者の
見守りネットワーク強化事業

 ご近“助”パワフルサポート事業

福祉コーディネーターの活動風景



これまでの取組③－地域福祉－

医 療 介 護 生活支援(助け合い)
・介護予防

地域包括
支援センター
・ブランチ

地域包括ケアシステム

住まい

相談
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これまでの取組④－地域福祉－
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背景にある課題－地域福祉－

17

住民の健康意識の向上

公的な福祉サービスだけでは解決できない多様な課題
に対する地域における担い手の育成

高齢者や障がい者、子ども、保護者などへの関係機関
による支援ネットワークといった持続可能な仕組みづくり
と円滑な運用



第１回くらしの安全・安心部会の主なテーマ
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１ 防災・防犯

２ 地域福祉

3 人権・多文化共生



現状 －人権・多文化共生－

 生野区は全国の自治体で日本一の外国人住民比率。
住民の5人に1人が外国人住民で、約60か国の国籍・
地域にルーツを持つ方が在住。

 外国人住民が日ごろから必要な情報を得る際のハード
ル

 外国人住民が地域住民の一員として「つながり」を持
つ機会が少ない
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これまでの取組①－人権・多文化共生－
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これまでの取組②－人権・多文化共生－
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背景にある課題－人権・多文化共生－
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日常から災害時に至るまで、外国人住民にとってわかりや
すい情報発信、案内表記

外国人住民が地域コミュニティに参加しやすい環境づくり
と相互理解

外国人住民が日頃から安全に安心して暮らせる環境づくり


